
【事例 7】

O O ttO O号
平成○〇年OOtt OO日

OO県知事 OO OO 様

起業者 ○○郡OO町大宇〇〇〇〇番地OO
OO町
代表者 OO町長 OO OO

事業認定申請書

土地収用法第16条の規定により、下記の事業の認定を受けたいので、申請します。

1 起業者の名称 ○○町
2 事業の種類 OO町立○○館体験拠点機能拡充事業
3 起業地

イ 収用の部分 66県 66郡66町大宇66宇66地内
口 使用の部分 なし    ,
4 事業の認定を申請する理由
今回、事業の認定を受けようとするOO町立OO館体験拠点機能拡充事業 (以下「本事業」とい

う。)は、OO町大宇○○地内に所在する「〇〇町立OO館 (以下、「OO館」という。)をOOO
Oジオパークにおける自然体験活動やジオパーク学習の拠点施設として、その機能を拡充整備し

ようとするもので、土地収用法第3条第32号に該当する事業であることから、以下の理由により申

請するものです。

OO町は、OO県の最東北端に位置し、北はOO海に面し、東をOO県、西と南をOO市と接
する町です。町域は、○○山地のOO山、OO高原から続く山地と、ここを源流とするOO川、
OO川が形成する沖積平野、岩石海岸や砂浜からなる海岸部で構成され、122.38間の面積を有し

ています。また、OO海に面する東西約15kmのOO海岸をはじめ、町内の全域が世界ジオパーク
ネットワークに加盟する「OOOOジ オパ‐ク」の一部を成す、豊かな自然に恵まれた町です。
町勢は、現在の人口が11,488人 (平成OO年○○月OO日時点、国勢調査速報値)と なっていま
すが、20,000人 を超していた昭和○〇年からの60年間で40%以上、昭和OO年からの30年間で25%

以上減少しているほか、年齢別の構成をみると、15歳未満の年少人口割合が9。 3%減少しているの

に対し、高齢者人日の割合は16.6%上昇しており、人口減少、少子高齢の状況が顕著に表れていま

す。また、産業構造に目を向けると、1次産業就業者の割合が、昭和OO年の25,4%か ら平成○○
年には12.5%にまで減少しており、農村・漁村においては担い手の高齢化や少子化、人口流出によ

る後継者不足の進行が浮き彫りとなっています。

町行政においては、第9次OO町総合計画に基づいて各施策に取り組んでいますが、前述したよ

うに昭和OO年代前半までのピーク時には20,000人 を超えていた人口が、それ以降減少を続けて

記
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【事例 7】

おり、人口減少に歯止めをかけるために、産業振興に取り組むことが喫緊の課題となっています。

とりわけ、主要産業のひとつであつた観光産業の停滞は、主要な地域課題のひとつとなつていま

す。レジャーの多様化、後継者不足など多くの要因がありますが、町内産業を牽引してきた観光

業の衰退が更なる地域活力の低下を招く原因となることが危惧されています。

このようななか、平成○〇年に本町のOO海岸を含むOOOOが 、ユネスコが支援する世界ジ
オパークネットワークヘの加盟を認められることとなりました。

「ジオパーク」とは、科学的にみて特別に重要で貴重な、あるいは美しい地質遺産を含む一種

の自然公園のことで、その取組みには、保護・保存のみならず、ツージズムなどを通じた経済活

動の活性化や持続可能な開発を行つていくことが求められます。そのため、本町では、OO館を

シーカヤックやシュノーケルといつたジオパークの自然を体験する活動の拠点施設として位置付

け、体験参加者の受付け、用具の貸し出し、更衣、シャワーなどのサービスを提供してきました。

ところが、近年、自然を鑑賞するだけでなく、実際に体験するという指向の広がりから、○○館

における体験活動の利用者が3年間で3倍になるほど急増しています。その反面、更衣スペース、

シャワーの設備が十分でないために、利用者に不便を生じ、運営にも支障をきたしています。参

加申込みを断らなければならない状況になることもあり、増加する利用者に対応できていないこ

とから、受入体制の整備が急務となっています。

また、平成27年にジオパークがユネスコの正式プログラムとなつたことを契機として、平成O
OttOO月 に○○県と〇〇町は〇〇〇〇ジオパークの振興に関する協定を締結し、OO館とその

東側に隣接する「OO県立OOOOジ オパークOOOO館 (以下、「OO館」という。)」 をOO
OOジオパークの普及 。教育、自然体験、教育学習の拠点とすることを位置付けています。○○

館は、約2,500万年前にさかのぼるOO海形成に関わる岩石、地層、OO海の海面変動や地殻変動
によつて形成されたリアス海岸や砂丘といった海岸地形などの貴重な地形 。地質を模型や標本に

よって学ぶことができる施設で、OOOOジ オパークにおける知の拠点施設として、様々な観察
会や科学教室など多くの研修・講座を実施していますが、館内に講義等を行うことのできるスペ

ースがなく、教育学習活動の実施に支障をきたしています。

そこで、OO館における自然体験活動への対応とOO館の教育学習活動の充実を図り、本エリ
アをOOOOジ オパークにおける自然体験、教育学習の中核拠点エリアとするため、OO館にシ

ャワー設備と研修室の機能を備えた更衣棟を新設することを計画したものです。本事業は、第9i

次OO町総合計画 (平成OO年○○月)に町の基本計画として位置付けた「魅力あふれる観光地づ

くり」、「OOジオパエクの活用」に沿らたものであり、事業の施行により、OOOOジ オパー

クの振興拠点施設としての機能を十分に発現できることから、その実施は喫緊の課題であり、公

益上、真に必要な事業であります。

なお、起業地は、本町の海岸部を東西に横断する国道OO号に面し、OO館の敷地に隣接して
います。そのため、既存駐車場を併用することができ、利用者にとつて利便性が高いほか、自然

館との一体的運用でジオパークの振興を図ります。

また、本事業に必要な土地713nfの取得については、土地所有者各OO名に対し、誠意をもつて

鋭意交渉を重ねてきました。所有者も本事業に対してその公益性を評価して必要性を認めており、

土地の提供については、原則的には同意を得ておりますが、事業の円滑な推進を図るため、あら

かじめ事業の認定を申請するものです。
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【事例 7】

傷J添 1)

事業計画書

1 事業計画の概要

(1)事業概要

OO海に面する本町の海岸線は、ユネスコ世界ジオパークに加盟したOOOOジ オパークの
一部となつています。○○県とOO町では、ジオパークのユネスコ正式プログラム化を踏まえ、

世界の模範となるジオパークを目指し、隣接し合うOO館とOO館をOOOOジ オパークの振
興拠点として、情報発信、教育学習、観光サービスの提供に連携して取り組むこととし、協定

を締結しました。本町は、OO海岸、OO温泉など自然の観光資源に恵まれており、それらを

活用した観光業が営まれています。しかしながら、本町を訪れる観光客の入込数は、昭和OO

年代後半から平成OO年頃までは 100万人を超えていましたが、それ以降は減少傾向が続いて

おりヽ 平成OO年にOO海岸を含むOOOOジ オパークが世界ジオパークネットワマクに加盟
したことで増加に転じたものの、近年は 40万人前後と低迷しており、観光客の誘致が課題とな

っています。

そこで、OO県東部におけるジオパーク体験活動の拠点であるOO館の機能を拡充してOO
OOジオパークを活用した観光客誘致を更に進め、産業の振興と地域の活性化を図るため、本

事業を施行することとしたものです。

(2)施設の概要

■敷地面積 713 nf

■建築面積 103.75∬征床面積:199.99∬)

■構造   木造 2階建て
■駐車場  500 Hf(15台分)  .
■概要

既存施設を併用しながら、教育旅行 2ク ラス 60人が同時に利用可能な必要最小限の規模で

施設整備を計画しています。

起業地の後背地髄側)は、小高い丘で雑木林となつています。建物を 1階建てとすると、必要

な駐車場面積を確保するために造成面積が増えることから、2階建てとしましたが、建物高さ

は既存施設より低く、海側の雑木林と同程度に抑えており、海上や道路からの眺望への影響は

最小限としています。また、外観は既存施設と同系色として周囲の景観と調和させるなど、風

致景観の阻害とならないよう配慮します。

(3)床面積

施設名 面積(だ ) 用途等

女性更衣室 9.85 更衣室(30人用)

女性シャワー室 10.24 シャワー5基設置

女性 トイレ 9.85 2人が同時不U用可能な トイレ
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2 事業の開始及び完成の時期
開始 平成OOttOO月
完成 平成OOttOO月

3 事業に要する経費及びその財源
(1)経費

(2)財源

①一般財顔

(単位:千円)

②地方債

過疎対策事業債

③県支出金

平成OO年度OOttOO町立OO館機能充実支援補助金

″す源 金額 年度別内訳

男性更衣室 9.85 更衣室(30人用)

男性シャワー室 10。24 シャワー5基設置

男性 トイレ 7.88 3人が同時利用可能な トイレ

乾燥室 7.38 ウェットスーツ等の乾燥

砂落とし場 25.21 利用者の砂落とし、道具の水洗い場

研修室 52.50 安全管理指導、OO海岸の自然学習

収納庫 32.24 研修室備品倉庫、スタッフ更衣室

その他 24.75 廊下、階段ホール等

合計 199.99

予算科目 金額
年度別内訳

平成OO年度
公有財産購入費 2,710 2,710

設計監理費 2,376 2,376

建設工事費 52,540 52,540

備品購入費 2,000 2,000

役務費 356 356

合計 59,982 59,982

会計 款 項 目

一般会計 総務費 総務管理費 ふるさと創生費

④財源内訳 (単位:千円)
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平成OO年度
一般財源 1,370 1,370

地方債 28,800 28,300

県支出金 29,812 29,812

合計 59,982 59,982

4 事業の施行を必要とする公益上の理由
(1)現状と課題

ア 利用者の急増
自然体験学習のための拠点施設であるOO館の年間利用者数は、5年前と比較して約 2.4倍

に増力日しており、自然体験学習の一環であるシーカヤック利用者は 4年前の約 3.9倍となっ

ています。

また、県内外の学校が教育旅行や修学旅行として利用する機会も増えており、高校生 1団

体の場合、2ク ラス 60名程度が同時不U用 しています。

利用者がピークとなるOO月 においては、1日平均 198人(平成OO年度実績)が利用する

状況となっています。

【年間利用者数の推移】
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【事例 7】

すが、利用者の急増により、現在の施設では拠点施設としての機能を十分に果たすことが

できていません。

また、隣接するOO館は、OOOOジ オパークにおける学習拠点施設として、様々な観
察会や科学教室など多くの研修・講座を実施していますが、館内に講義等を行うことので

きるスペースがなく、 学習活動の実施に支障をきたしています。

【既存○○館の機能と使用状況】

O研修室(図書・資料室)

ジオパークに関する資料の展示保管と少人数の研修ができるスペースで、自然体験活

動の前に安全管理指導※を行うスペースとしていますが、一度に 30人(60人/2回転)が

受けるような学校利用には対応できず、運営に支障をきたしています。

一度に30人が受講可能な 60 nf程度の研修室が必要です。

※自然体験活動の際に参加者が事故を起こさないよう、命を守るために必要な指導であ

り、自然体験活動に欠かせないもの。

○更衣室

同時に利用できるのが男女各 5人程度であり、団体(男女各 30人・計 60人の学生の研

修)利用の必要数を満たしておらず、更衣に 40分メ上(男女各 5人 。着替え 7分×6回翰

を要しており、自然体験学習に十分な時間がとれない状況となつています。運営に支障

が出ているため、20分程度で更衣が完了するよう男女各 10人分(着替え 7分 X3回転)、

男女各 10∬程度の増床が必要となつています。

○シヤワー室

海のアクティビティ体験を行うためシャワーは必須設備ですが、現施設には男女兼用

の 3基しかなく、団体が利用すると60分程度(3分 ×20回転)を要するため、利用者が増

加するなかで一般利用者との兼ね合いなど円滑な運営に支障をきたしています。既設の

3基を一般利用者用とし、団体利用が 20分程度で完了するよう男女各 5基(3分×6回

転)の増設が必要です。また、トイレも男女兼用が 1基しかなく、体調不良などによる緊

急的な利用や増加する利用者に対応できていません。2人が同時に利用できるよう男性

用小 2基 。大 1基、女J性用 2基の設置が必要となつています。

O土間

自然体験活動参加者の増加により、使用資機材も機材や道具の保管や乾燥に必要なス

ペースが既存施設だけでは確保できていません。 シュノークル用のウェットスーンの保
管スペースとして 20 Hf程度の増床とスーツの乾燥設備が必要となっています。

○駐車場

個人利用者のほとんどは、自家用車(団体利用者は貸切リバス等)で来所しています。利

用がピークとなるOO月 には一日平均 198人(平成○〇年度実績)の来館があり、駐車場
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が大変混雑しているため、利用者の安全確保をはじめ運営に支障をきたしています。ピ

ーク時の混雑を解消するためには、上記の員数が 1台当たりに 3人乗車し、年前、年後

の 2回転で利用することを想定すると、既設駐車場の 23台 と合わせて 36台 (3人×33

台×2回転+カヤック運搬用車両 3台)の駐車スペースを確保することが必要です。これ

に大型バス 2台の乗り入れ実績も勘案して、駐車区画、通路、回し場を含めて 500 Hf程

度の増設が必要です。

利用者が増加傾向にあり、今後、周辺の道路交通への影響も懸念されるため、駐車ス

ペ‐スの増設は喫緊の課題となつています。

【OO館の現状と必要規模】

(2)事業の施行を必要とする理由

上記 (1)現状と課題のとおり、近年、自然体験活動の利用者が急増し、既存施設では、更衣室

やシャワー、 トイレの設備が十分になく、団体利用がある際には個人利用をお断りしなければ
ならないほど受入れに支障をきたしており、自然体験活動の拠点施設としての機能が十分に果

たせない状態となつていますど

本事業は、シーカヤックやシュノーケルといつた自然体験活動の拠点施設であるOO館にお

施設名 面積 用途
同時使用

可能数
現状での必要数及び必要規模等

本

館

町民ギ

ャラリ
185

nf

エントランス部分。講演

会、展示会、イベント会

場、休憩所として使用。

図書 。

資料室

(研修

室)

61

■f

自然体験活動の事前安

全管理指導、各種会議、

郷土資料展示

30人

程度

高等学校等の団体が使用する際の研

修室として、30人・ 2回転での利用

として 60 mf程度のスペースが必要。

ロ
　
グ
イ
　
ハ
　
ゥ
ン　
ス

更衣室
38

nf

更衣室兼ウェットスー

ツ等用具保管場所

男女

各 5人

団体で男女 30人、合わせて 60人が

使用する際には、最低男女各 10人程

度が利用できる更衣室 (各 10 Hf)、 男

女各 5人が一度に利用できるシャワ

ー室 (各 10■f)が必要。なお、同時に

個人禾U用者も使用。

シャワ

ーブー

ス

19

∬

シャワー

トイ レ

シャワー

3基

トイレ

1基

土間
45

nf

カヤックほかの資機材

倉庫、資材乾燥
利用増カロから倍の面積は必要。

駐車場
950

m

23台

(う ち 1

台が障害

者用)

40台程度の駐車スペースが必要。

駐車区画、通路、回し場を含め 500∬

程度の増設が必要。
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いて、利用者の自然体験と学習活動を促進することを目的に更衣棟の新集整備と駐車場の増設

をしようとするものであり、OO町第 9次総合計画にも盛り込まれています。
この事業の施行により、利用者の自然体験活動を促進し、OOOOジ オパークの価値や魅力
をより多くの方に知っていただくことができることから、町としても喫緊の課題としてその実

施に取組むものです。

なお、本件事業は、OO県環境影響評価条例 (平成OOttOO県条例第OO号)による環境影
響評価の対象事業ではありませんが、起業地は自然公園法によるOOOO国 立公園の第 2種特
別地域、文化財保護法に基づく名勝及び天然記念物OO海岸の第 2種保護地区に指定されてい

ます。両法令の基準に基づき、屋根 (形態、勾配)、 高さ(13m以内)、 色彩の基準を遵守すること

はもとより、周囲の景観と調和させるため既存施設と同系色にするほか、建物高さを既存施設

よりも低く抑え、風致景観の阻害とならないよう配慮します。また、工事の際には周辺環境に

十分配慮して施行することにより、環境等に及ぼす影響を極めて低くできるものと考えます。

また、本件事業地内においては、文化財保護法による周知の埋蔵文化財包蔵地は確認されて

いません。

5 収用又は使用の別を明らかにした事業に必要な土地の面積・数量等の概数並びにこれらを必要
とする理由

(1)事業に必要な土地等の面積、数量等の概数

ア 収用の部分
土地

地 目 面積

畑 713∬

イ 使用の部分      なし
ウ 移転を要する主な物件 なし

(2)これらを必要とする理由

上記の土地及び物件は、事業計画の概要で述べたOO館の機能拡充整備に必要な最小限の上
地及び物件であります。

6 起業地等を当該事業に用いることが相当であり、又は土地等の適正かつ合理的な利用に寄与す
ることになる理由

整備しようとするOO館は、OO町におけるOOOOジ オパークの振興拠点として、町の産業
振興、地域の活性化など公益上その果たす役割は極めて大きく、本町にとつて真に必要な施設で

あります。従つて、本事業の起業地は、事業の目的に鑑み、次の点に留意して選定したものであ

ります。

(1)ジオパエクの拠点として事業に必要な規模の確保ができること

(2)交通条件等施設利用者にとつて利便性の高い場所であること

(3)敷地造成が容易であること
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【事例 7】

(4)周辺の自然環境や景観に及ぼす影響への配慮がなされること

OO館に隣接する本起業地は、OO県におけるOOOOジ オパークの振興エリアに所在してお
り、ジオパークの自然体験、学習活動拠点としてその機能を発揮することが期待されます。起業

地の後背地 (北側)は、小高い砂山で雑木林となっています。建物を 1階建てとすると、必要な駐

車場面積を確保するために造成面積が増えることから 2階建てとしましたが、高さを既存施設よ

り低く、雑木林と同程度に抑えて海上や国道からの眺望への影響を最小限としています。また、

隣接して設置することで、管理、受付といつた事務所機能は既存施設で行うことができ、必要最

小限の整備に留められ、周辺の自然環境に与える影響も抑えることができます。

【起業地選定表】

事業の目的を達成し、自然体験活動の運営を円滑に実施するためには、既存OO館や○○館と
の連携が必須であり、既存施設と隣接して整備することで一体的運用が可能となり、自然体験活

動や学習活動の拠点としての機能が十分に発揮されるといえます。

既存施設北側の隣接地は、雑草木が繁茂する小高い砂山で、こちら側に整備しようとすると土

地の形状を大幅に変えぎるを得ず、大規模な造成工事が必要となることに加えて、海側からの眺

望を妨げることになり、整備には不向きであります。

また、東側は河川、南側は国道に面していることから、整備のために十分な規模の用地を確保

することができず、事業の目的を達成することが困難です。

そのため、事業の目的に鑑み、既存施設の西側の隣接地を起業地に選定したものです。

所在地 ○○町大宇OOttOO地 内

面積 713だ

規模条件
○

建物、駐車場ともに必要最小限の面積を確保することができる

現況地目 原野

土地の規制等

支障物件の有無 4と

交通の利便 (最寄りの

バス停からの距離)

○

50m離隔

他のジオパーク関連

施設との連携

O

県立施設、OO館との一体運用が可能

経済性(事業費) 59,982千円

総合評価

・OO県におけるOOOOジ オパークの振興エリア(OOジオフィール
ド)にある。

・事務所機能 (管理・受付)は既存施設を使うため、本事業での整備は最

小限に留められ、経済性に優れている。

。バス停が近く、公共交通機関利用者の利便性が高い。

○
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